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地域活性化は「地域の活力」の増大を一つの課題として進められてきたが、その内容は十分に検討され

ていると言い難い。「地域の活力」は住民に感受され心理的側面に影響すると考えられる。本研究では主

観的な「地域の活力（Subjective regional Vitality：SRV）」の性質（他の地域のイメージが与える影響）と

住民の心理的側面への効果に外出とメディア利用が与える影響について検討した。アンケート調査による

データを用いた分析では地域イメージについて5つの因子が抽出され、それぞれSRVへの影響がみられた。

SRVの効果は地域愛着等と追加で調査したコミュニティ意識への正の影響がみられた。そして、メディア

利用が多い場合地域イメージが曖昧であり、地方部においてSRVを低くイメージする結果が得られた。ま

た、外出とメディア利用の傾向によりSRVの性質と効果に差異がみられた。      
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1. はじめに 

 

地方創生事業は「地域の活力」の増大を一つのテーマ

として進められてきた。しかし、「地域の活力」の評価

は内容が詳細に検討されているとはいいがたい。そもそ

も「地域の活力」は地域を生命体として捉えその発展の

様態を表現したものである。藤井1）は社会の生命力（活

力）を全体である社会や社会を構成する部分の組織や個

人の「持続的調整能力」としている。「地域の活力」は

地域と住民が相互に連関して発揮される持続的調整能力

であり、地域の持続性についての重要な概念であること

が示唆される。 

さらに、「地域の活力」は一般的に用いられてきた言

葉である。これは「地域の活力」が事業者のみによって

だけではなく、住民によって感受され、評価されうるこ

とを示唆する。地域への評価や印象が地域住民の心理的

側面に影響を与えると指摘されており2）、住民にとって

の「地域の活力」もまた同様の影響を有すると考えられ

る。そして、事業者と住民の評価が乖離している場合、

事業者や行政機関が「地域の活力」の増進を目指して行

った事業が、住民にはそのように受け取られない事態が

発生することとなる。この際、事業の実施が住民意識に

及ぼす正の影響が低減すると考えられるのである。 

一方で、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の

感染拡大によって地域と住民の関わり方が変容している。

外出の抑制、メディア利用の増加の住民の地域への主観

的な印象や認知への影響が予想される。今後、地域事業

を行う際、住民の地域への意識を考慮するならば、これ

らの変化の影響の検討が必要である。 

以上の議論より、本研究では主観的な「地域の活力」

の住民への効果と「地域の活力」が印象や認知として感

受される条件（主観的「地域の活力」（Subjective regional 

Vitality：SRV）の性質）について主観的指標を用いて分

析し、その基礎的な検討を行う。その際COVID-19流行

の状況下において外出やメディア利用がその印象形成に

影響を与えることを想定し、その内容について検討する。 

 

 

2. 先行研究の内容と本研究の検証課題  

 

(1)  先行研究の内容 

先行研究3)では住民の地域への印象や認知（地域イメ

ージ）がSRVに影響（性質）し、SRVが住民の心理的側

面に影響（効果）を及ぼす因果関係を想定し、それぞれ

の検討を行った（図-1）。 

「地域の活力」と関連の強い語を新聞のテキスト分析

を用いて抽出し、地域イメージや「地域の活力」の尺度

項目を作成した。それらを用いてアンケート調査を行い、

得られたデータを用いて地域イメージ尺度項目の因子分

析を行った。分析の結果（主因子法、プロマックス回
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転）5つの因子が抽出され、その因子をそれぞれ「ソー

シャルキャピタル（SC）イメージ」「地域行政の取り

組み」「地域アイデンティティ」「インフラ整備水準」

「地域人口特性」と命名した（表1）。 

次に「地域の活力」の性質の検討のため、地域イメー

ジ尺度を独立変数、SRV尺度を従属変数とする重回帰分

析を行った（図-2）。その結果、地域イメージ尺度のう

ち「SCイメージ」「地域アイデンティティ」「地域人

口特性」がSRVに直接有意な影響を与える可能性が示さ

れた。続いて、「地域の活力」の効果の検討のため、

SRV尺度を独立変数、主観的幸福感、主観的健康感、地

域愛着を示す各尺度を従属変数とする回帰分析を行った

（表-3）。その結果、すべての関係においてSRVの正の

影響が統計的に有意である結果が得られた。特に地域愛

着度に関しては決定係数の値と標準偏回帰係数の値が比

較的大きく（R2=.409、β=.640）、SRVが地域愛着度に

大きく影響を与えると考えられる。 

研究の課題としては地域イメージ尺度の構造、SRVの

性質や効果について様々な状況の中でさらなる検証を行

うこと、そしてSRVの他の効果を検討することが挙げら

れる。 

  

(2) 外出とメディア利用の影響について 

外出、メディア利用による住民と地域の関わり方、接

触方法の差異は地域イメージに一定の影響を与えると想

定される。石見・田中4)は人々と地域の接触の方法とし

て直接的接触と間接的接触を挙げている。前者は人々と

地域の現実環境の接触であり、後者は擬似環境の接触を

示す。この擬似環境はメディア等により形成されたもの

であり、地域の実態と必ずしも合致しない地域の様相で

ある。以上の分類より外出による地域との接触を現実環

境への直接的接触、メディア利用によるそれを擬似環境

への間接的接触とすることが可能である。 

現実環境と擬似環境の特徴について述べると、まず現

実環境、擬似環境への接触はある空間への接触であると

考えられる。レルフ 5)は経験される空間に関して分類を

行っている。その中で知覚空間は「各個人が知覚し直面

する自己中心的な空間」であり、「直接的な欲求や実践

を中心とする行動の空間」である。また、「特別な出会

いや体験を通じて（…）特別な個人的意味の中心」へ深

くかかわる。つまり、知覚空間は心理的側面に深く関わ

る空間であるといえるだろう。それに対し実存空間は

「文化集団の構成員として私たちが世界を具体的に経験

するなかで明らかになるような、空間の内的な構造」で

ある。実存空間は社会的に共有された意味によって構成

された空間であるということができるだろう。この議論

を現実環境と擬似環境に適用すると、前者は社会的経験

であると同時に後者と比較してより個人的・知覚的な接 

 

図-1  SRVの性質と効果の因果関係 

 

表-1  作成した候補項目と因子名

地域に活力がある 地域に力がある

SCイメージ　　（α=.94） インフラ整備水準　（α=.89）

住民が主体的に活動している 上下水道が整備されている

地域が誇りをもっている 道路が整備されている

地域の活動が熱心に行われている まちなかが整備されている

住民が地域の将来を考えている 公共交通が整備されている

地域に対する信頼がある 長距離の移動手段が確保されている

地域の中に多様性がある インフラの工事が行われている
（最近行われていた）

住民同士のつながりがある 医療環境が整備されている

市政に信頼がある 地域行政の取り組み　（α=.88）

地域はこのエリアの中心のまちである 地域行政が熱心に雇用確保に取り組
んでいる

ＮＰＯ活動が行われている 地域行政が熱心に福祉に取り組んで
いる

地域の政治家が熱心に活動している 地域間の連携が行われている

選挙の投票率が高い 住民と自治体が協働している

地域アイデンティティ　（α=.85） 地域人口特性　（α=.78）

地域特有の産業がある 人口減少が進んでいる

地域ににぎわっている道の駅がある 若い人材が流出している

地域に百貨店がある 若い人が多い

地域特有の商店がある 高齢者が多い

地域のプロスポーツチームがある 人口が多い

地域資源を活用した産業がある 放置された空き家が多い

地域に特有の文化・芸術がある 小中学校の統廃合が進んでいる

地域に歴史的景観がある 地域がにぎわっている

最近新しい商業施設ができた 人が集まり、交流している

地域の図書館が多く利用されている

耕作放棄地や放置森林が多い

地域行政が熱心に観光に取り組んで
いる

この地域の賃金の水準は生活するの
に十分だ

まちが変化している 最近災害で大きな被害を受けた

県内での就職が多い 祭りが行われている

SRV尺度　（α=.81）

地域イメージ尺度

因子分析により削除

 

 

 

図-2 地域イメージとSRVの重回帰分析  

 

表-2  SRVと各心理の回帰分析 

従属変数

独立変数 B β t B β t

定数 -4.172 -6.982 .000 *** 10.715 11.706 .000 ***

SRV 1.485 .287 7.331 .000 *** 2.402 .302 7.742 .000 ***

従属変数

独立変数 B β t B β t

定数 2.074 14.879 .000 *** 4.409 15.976 .000 ***

SRV 0.357 .296 7.567 .000 *** 1.904 .640 20.357 .000 ***

***p<.001, n=600

主観的健康感 地域愛着度
p p

R=.296,R
2
=.087 R=.640,R

2
=.409

生活AWB 生活SWLS

p p

R=.287,R
2
=.082 R=.302,R

2
=.091
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触により経験され、後者は前者と比較してより（メディ

ア上の）情報を共有する人々（社会）との関係の中で経

験されると考えられる。したがって、現実環境は知覚空

間と実存空間の要素を持ち、擬似環境は実存空間に近い

経験とともにある環境と想定される。そして、知覚空間

の議論から現実環境における地域イメージは人々の心理

的側面への影響を強く持つと予想される。また、メイロ

ウィッツ 6）は電子メディアが社会的状況の変容を介し

て人々の社会的行動に及ぼす影響について検討する中で、

以前には物理的に近しいという条件によって構成されて

いた社会的状況である準拠集団が、（電子）メディアの

登場によって物理的条件に束縛されないものとなったと

指摘している。したがって、メディア利用による擬似環

境への接触による地域イメージは現実環境のそれと比較

してより広域的な集団に影響を受ける可能性がある。 

 

(3) 本研究の検証課題 

 まず、COVID-19流行の状況下で先行研究3)と同様の方

法で調査分析し、その結果の検証を行うことで地域イメ

ージ尺度やSRVの性質と効果について確認する。その際、

SRVが持つ他の効果として地域協力活動に寄与すると考

えられているコミュニティ意識に与える影響に関して新

たに検討する。 

次に外出、メディア利用が住民の地域イメージ、SRV

に与える影響についての検討を行う。その際、3章の議

論から仮説を措定する。まずメディア利用による広域的

な情報によって形成された地域イメージは、外出による

ものと比較して、曖昧であると考えられる。さらに、前

者は後者と比較してより他の地域を参照して形成される

と予想される。地方部において「地域の活力」が低い水

準でイメージされていると考えられるが、そのイメージ

は都市部を含めた他の地域との比較において形成されて

いる可能性がある。そして、外出による地域イメージの

形成は住民の心理的側面に強く影響すると考えられる

（図-3）。以上より次に4つの仮説を措定し、検証する。 

 

1)メディア利用が多い場合、外出が多い場合と比較して、

地域イメージ尺度を構成する項目に対して「わからな

い」と回答する 

2)地方部においてメディア利用が多い場合、外出が多い

場合と比較してSRVを低い水準で回答する 

3)外出によるSRVとメディア利用によるSRVで「性質」に

差異が存在する 

4)外出により形成されるSRVはメディア利用の場合と比

較して住民自身への活力や地域意識へ大きな影響を及ぼ

す 

 

 

 

図-3 想定する因果関係（数字は関係する仮説）  

 

表-3 調査項目 

尺度名 項目

個人属性
性別、年齢、在住地域、出身地域、職業、居住年数、
既婚・未婚、子供の有無

地域イメージ 先行研究3)で作成した49項目

「わからない」の回答を含む6件法で質問

SRV※ 「地域に活力がある」「地域に力がある」の2項目

主観的幸福感 感情的幸福感尺度（生活AWB）4項目を6種類

認知的幸福感尺度（生活SWLS）5項目

主観的健康感
「最近の私は元気であると思う」
「最近の私は健康であると思う」の2項目

コミュニティ意識 連帯・積極性 3項目　自己決定 3項目　他者依頼 3項目

地域愛着 選好 6項目　感情 4項目　持続願望 3項目

外出※
種類：通勤・通学、日用品の買い物、会食・外食、
娯楽や行楽
回答方法：2・3日に1回程度、週に1回程度、

月に2・3回程度、月に1回程度、年に数回程度、

ほとんどない
メディア利用※ 種類：テレビ、インターネット、新聞、ラジオ

回答方法：30分未満、30分以上1時間未満、

1時間以上2時間未満、2時間以上3時間未満、

3時間以上4時間未満、4時間以上5時間未満、

5時間以上

※コロナ前 / 緊急事態宣言中 / 現在（8月上旬）ついて質問  

 

 

3. 調査概要 

 

地方部と都市部で300人、男女別に1世代30人ずつ（地方

部在住、男、20~29歳：30人など）20歳から69歳まで 

の合計600人を対象にWEBにてアンケート調査を行った

（2020/8）。尚、都市部を東京都、神奈川県、千葉県、

埼玉県、京都府、大阪府、愛知県とし、地方部をその他

の都市とした。調査項目を表-3に示す。地域イメージ尺

度、SRV尺度については先行研究3)で作成したものを用

いた。主観的幸福感、主観的健康感、地域愛着について

は先行研究を参考にして同様のもの用いた。コミュニテ

ィ意識尺度については石盛・岡本・田中7)が作成した尺

度を用いた。これは連帯・積極性、自己決定、愛着、他

者依存を表す4つの下位尺度により構成されたものであ

る。本研究では愛着を除いた3つの下位尺度を用いて調

査を行った。尚、SRV、外出、メディア利用については

コロナ前、緊急事態宣言中、現在（8月上旬）について

質問した。 
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4. データの分析：地域イメージ尺度、SRVの性

質と効果の分析 

 

(1) 地域イメージ尺度の分析 

先行研究 3)で得られた 因子構造の妥当性を検証するた

め、探索的因子分析（主因子法、プロマックス回転）を

行った。分析の結果、先行研究と同様の意味合いを持つ

と考えられる 5つの因子が抽出され、先行研究で得られ

た 5 因子構造の一定程度の妥当性が示唆される（表-1）。 

 

(2) SRVの性質の検討 

地域イメージ尺度がSRV尺度に影響を与える構造を想

定し重回帰分析を行った（表-4）。尚、SRV尺度に関す

るデータは「現在（8月上旬）」のデータを用いた。先

行研究と同様に地域イメージ尺度がSRV尺度に一定程度

影響を与えていることが示唆される。また、先行研究と

本調査で「地域行政の取り組み」と「地域アイデンティ

ティ」の影響の有意性に差異が存在する結果となった。 

 

(3) SRVの効果の検討 

 SRV が各心理尺度に影響を与える構造を想定して、

回帰分析を行った（表-5）。すべてのモデルの係数が有

意であり、先行研究の結果で得られた効果の存在を示唆

する結果である。SRV の新たな効果の検討として分析

したコミュニティ意識を従属変数としたモデルでは、

「連帯・積極性」「自己決定」の係数が有意であった。

それらに対して SRV が正の影響を及ぼすことが示唆さ

れる。 

 

 

5.  データの分析：外出、メディア利用の影響の

検討 

 

(1)  外出とメディア利用のスケール化とSRV、地域イ

メージとの関係の分析 

外出とメディア利用について、尺度のコーディングを

行った。それぞれの選択肢の中央値を用い、外出は 30

日当たりの外出日数、メディア利用は 1日当たりの利用

時間（分）で数値化した。算出した値を用いて、それら

種別の行動の合計値を「外出合計値」「メディア合計

値」として算出した。次に SRV と外出、メディア利用

の関係について把握するため、各期間における SRV 尺

度、外出合計値、メディア合計値による相関分析を行っ

た（表-6）。外出が多い被験者はメディア利用が少なく、

外出が多い場合、SRV が高いことを示唆する結果が得

られた。さらに、個人の外出傾向、メディア利用傾向、

SRV の変化の関係について検討するため、外出合計値、

メディア合計値、SRV 尺度の各期間における差分を算 

表-4 地域イメージとSRVの重回帰分析 

B β t p

定数 0.077 0.433 .665

SCイメージ 0.394 .320 5.143 .000 ***

地域行政の取り組み 0.184 .159 2.865 .004 **

地域アイデンティティ 0.113 .091 1.719 .086

インフラ整備水準 -0.065 -.057 -1.304 .193

地域人口特性 0.277 .228 6.247 .000 ***

**p<.01, ***p<.001, n=600, 従属変数：SRV（8月上旬）

独立変数

R=.565, R
2
=.319

 

 

表-5  SRVと各心理の回帰分析 

従属変数

独立変数 B β t B β t

定数 -4.304 -6.749 .000 *** 11.771 13.187 .000 ***

SRV 1.371 .240 6.038 .000 *** 2.238 .277 7.044 .000 ***

従属変数

独立変数 B β t B β t

定数 2.769 19.031 .000 *** 7.415 20.569 .000 ***

SRV .186 .146 3.597 .000 *** 1.058 .320 8.250 .000 ***

従属変数

独立変数 B β t B β t

定数 5.314 13.092 .000 *** 8.609 23.433 .000 ***

SRV .734 .203 5.081 .000 *** .281 .087 2.148 .032 **

従属変数

独立変数 B β t

定数 9.336 27.764 .000 ***

SRV -.153 -.052 -1.282 .200

R=.240,R
2
=.057 R=.277,R

2
=.077

生活AWB 生活SWLS

p p

主観的健康感 地域愛着度
p p

R=.146,R
2
=.021 R=.320,R

2
=.102

他者依頼-positive

p

R=.052,R
2
=.003

***p<.001, **p<.001,  n=600, SRVは8月上旬のデータ

連帯・積極性 自己決定
p p

R=.203,R
2
=.041 R=.087,R

2
=.008

 

 

表-6  SRV・外出合計値・メディア合計値の相関分析 

コロナ
前

緊急中
8月

上旬

コロナ
前

緊急中
8月

上旬
コロナ前 -.166**

緊急中 -.159**

8月上旬 -.179**

コロナ前 .106** -.070

緊急中 .101* -.058

8月上旬 .086* -.045

*p <.05, **p <.01, n=600, 「緊急中」は「緊急事態宣言中」を示す

外出合計値 メディア合計値

メディア
合計値

SRV

 

 

出し相関分析を行った（表-7）。外出の変化とメディア

利用の変化の間に負の、SRV の変化の間に正の相関が

得られた。 

 

(2)  サンプルの群分け 

4章で措定した仮説を検証するため、外出とメディア 

利用の傾向の差異に基づく分析を行う。まず、外出とメ

ディア利用の傾向によるサンプルの群分けを行った。外

出とメディア利用の合計値の得点を用いてコロナ前、緊

急事態宣言中、現在（8月上旬）において群ごとのサン

プル数の偏りに配慮してグループ内平均連結法によるク

ラスタ分析を行い、それぞれ3つのクラスタを得た（表-

8）。いずれの時期についても3つのクラスタのうち第1

クラスタを外出が多くメディア利用が少ない「外出群」、

第3クラスタを外出が少なくメディア利用が多い「メデ

第 63 回土木計画学研究発表会・講演集



 

 5 

ィア群」とし、それぞれが外出とメディア利用の特徴を

表す群であると考え、2つを今後の分析を用いることと

した。 

 

(3)  仮説の検証 

a) 仮説1の検証 

外出群とメディア群で地域イメージ尺度についての質

問項目（49項目）に「わからない」と回答した回数の平

均値の差の両側t検定を行った（表-9）。尚、群分けに関

しては8月上旬のものを用いた。平均値は外出群と比較

してメディア群が1.27回多く、その差は両側検定で有意

傾向であった（p=.091）。この結果は、メディア群が地

域イメージについての質問に「わからない」と回答する

回数が外出群と比較して多いことを示唆し、仮説1を一

定程度支持するものであると考えられる。 

b) 仮説2の検証 

外出群とメディア群において地方部、都市部に群分け

を行いSRV尺度の平均値の差の両側t検定を行った（表-

10）。コロナ前、緊急事態宣言中で地方部における外出

群がメディア群と比較して5%水準で有意にSRV尺度値の

平均値が高い結果が得られた（コロナ前：p=.050、緊急

事態宣言中：p=.036）。8月上旬に関しては、この差は

有意傾向であった（p=.074）。地方部において外出群が

メディア群と比較してSRVを高くイメージしていること

を示唆し、仮説2を支持するものであると考えられる。 

c) 仮説3の検証 

外出群とメディア群においてSRVの性質に関して地域

イメージ尺度とSRV尺度を用いた重回帰分析を行った

（表-11）。尚、群分け、SRV尺度値に関しては8月上旬

のものを用いた。重回帰分析の結果、決定係数R2は外出

群、メディア群で大きな差異は認められなかった。回帰

分析の係数について、外出群においてのみ「地域行政の

取り組み」の係数が有意であった（外出群：p=.030、 メ

ディア群：p=.121）。この結果は外出群においてのみ地

域行政の取り組みのイメージがSRVに影響を与えること

を示唆し、仮説3を支持するものであると考えられる。 

d) 仮説4の検証 

外出群とメディア群においてSRV尺度の住民の活力と

地域意識を示す尺度に関する回帰分析を行った（表-

12）。尚、群分け、SRV尺度値に関しては8月上旬のも

のを用いた。まず、SRVの住民の活力への効果について

主観的健康感尺度の係数が外出群で有意であった（外出

群：.005、メディア群：. 600）。外出群においてSRVが

主観的健康感に効果を及ぼすことを示唆する結果である

と考えられる。次に、SRVの地域意識への効果について、

メディア群において連帯・積極性尺度への効果の有意性

と係数が高いことが示された（外出群：R2=.022、p=.019、

β=.149、メディア群：R2=.108、p=.000、β=.329）。連 

表-7  SRV・外出合計値・メディア合計値の差分の相関分析 

緊急中-コロナ前 -.369**

8月上旬-緊急中 -.397**

緊急中-コロナ前 .257** -.242**

8月上旬-緊急中 .080* -.145**

メディア
合計値

SRV

*p<.05, **p<.01, n=600, 「緊急中」は「緊急事態宣言中」を示す

外出合計値 メディア合計値

緊急中-

コロナ前

8月上旬-

緊急中

緊急中-

コロナ前

8月上旬-

緊急中

 

 

 

表-8 クラスタごとのサンプル数と外出合計値・ 

メディア合計値の記述統計量 

クラスタ

コロナ前

緊急中

8月上旬

M SD M SD M SD

コロナ前 43.0 18.3 36.6 19.5 33.0 25.9

緊急中 26.7 19.1 22.6 18.3 19.2 19.9

8月上旬 34.4 20.3 28.2 19.7 24.2 20.5

M SD M SD M SD

コロナ前 169.1 51.9 355.2 80.7 630.5 101.9

緊急中 199.5 64.2 397.7 57.3 630.6 105.8

8月上旬 202.3 62.6 383.7 75.6 617.0 91.9

「緊急中」は「緊急事態宣言中」を示す

外出合計値 （日/30日）

メディア合計値 （分/日）

212 242 146

246 218 136

1

（外出群）
2

3

（メディア群）

n

205 303 92

 

 

表-9  仮説1「わからない」の回答数の差の検定 

M SD M SD t値 p値 Mの差

2.30 6.59 3.57 7.23 -1.70 .091 1.27

外出群
（n=246）

メディア群
（n=136）

 

 

 

表-10  仮説2 SRVの平均値の差の検定 

n M SD n M SD t値 p値 Mの差

地方部 100 3.035 0.900 51 2.745 0.751 1.976 .050 0.290

都市部 105 3.176 0.981 41 3.049 0.993 0.703 .483 0.127

地方部 110 2.623 0.868 71 2.359 0.733 2.117 .036 0.264

都市部 102 2.593 0.878 75 2.640 0.795 -0.365 .716 -0.047

地方部 125 2.964 0.889 65 2.731 0.766 1.796 .074 0.233

都市部 121 3.223 0.920 71 3.120 0.943 0.745 .457 0.103

「緊急中」は「緊急事態宣言中」を示す

外出群 メディア群

コロナ前

緊急中

8月上旬

 

 

 

表-11  仮説3 外出群・メディア群での地域イメージ 

とSRVの重回帰分析 

独立変数 B β t p B β t p

定数 -0.058 -0.205 .837 0.206 0.582 .561

SCイメージ 0.430 .325 3.369 .001 ** 0.329 .299 2.165 .032 *

地域行政の取り組み 0.220 .182 2.177 .030 * 0.209 .181 1.561 .121

地域アイデンティティ 0.179 .133 1.599 .111 -0.056 -.050 -0.449 .654

インフラ整備水準 -0.149 -.121 -1.864 .064 0.060 .055 0.580 .563

地域人口特性 0.289 .229 4.097 .000 *** 0.268 .230 2.937 .004 **

外出群（n=246） メディア群（n=136）

*p<.05, **p<.01, ***p<.001, 従属変数：SRV（8月上旬）

R=.604, R
2
=.364 R=.560, R

2
=.313
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帯・積極性へのSRVの効果が外出群と比較してメディア

群で大きいことを示唆する。以上より仮説4は一部支持

されたといえる。 

 

 

6. おわりに 

 

本研究では SRV の性質と効果の検証と新たな効果の

検証、SRV と地域イメージに対する外出とメディア利

用の影響の検討を行った。 

地域イメージ尺度の分析の結果、先行研究 3)と同様の

5 つの因子が抽出された。SRV の性質についての分析で

は地域イメージの SRV への正の影響が示唆される結果

が得られた。SRV の効果に関しての分析では住民の活

力や地域意識とコミュニティ意識の「連帯・積極性」

「自己決定」への正の影響が考えられる結果が得られた。

社会状況が変化した場合においても先行研究で確認され

た 5 つの因子で構成される地域イメージ尺度の SRV へ

の正の影響（性質）と住民心理への正の効果が存在する

と考えられる。 

次に、外出、メディア利用と地域イメージ、SRV の

関係について検討した。各仮説の検証結果から、以下の

点が示唆される。まず、擬似環境への接触であると想定

されるメディア利用によって形成される地域イメージは

外出による現実環境との接触によるイメージと比較して

より曖昧であり、地域の実態からより乖離したものであ

る可能性が考えられる。次に、地方部におけるメディア

利用による SRV は他の地域との比較によるものであり、

低水準であると考えられる。さらに、外出やメディア利

用の傾向によって SRV の性質や効果に差異が生じ、外

出による現実環境との接触は、SRV の性質と効果に正

の影響を及ぼすと考えられる。 

本研究では SRV、外出、メディア利用を緊急事態宣

言の後、8 月上旬にコロナ前、緊急事態宣言中、現在の

3 つ期間について振り返るかたちで質問している。した

がって、それぞれの質問への過去の期間の回答が後知恵

バイアスによって歪められている可能性がある。しかし、

外出とメディア利用の変動は既存のデータ 8), 9)と同様の

傾向を示しており、データとして一定の信憑性を持つと

考えられる。SRV についてはその変動が外出とメディ

ア利用の変動と相関を示し、一定程度関連性があること 

 

 

 

 

表-12  仮説4 外出群とメディア群におけるSRVと 

各心理の回帰分析 

 

従属変数

独立変数 B β t B β t

定数 2.921 14.648 .000 *** 3.046 9.368 .000 ***

SRV 0.198 .178 2.821 .005 ** 0.063 .045 0.526 .600

従属変数

独立変数 B β t B β t

定数 6.061 10.475 .000 *** 3.310 3.653 .000 ***

SRV 0.480 .149 2.360 .019 * 1.343 .329 4.035 .000 ***

*p<.05, **p<.01, ***p<.001, SRVは8月上旬のデータ

外出群（n=246） メディア群（n=136）

主観的健康感

連帯・積極性
p p

R=.149, R
2
=.022 R=.329, R

2
=.108

R=.045, R
2
=.002R=.178, R

2
=.032

p p

 

 

で大きく歪められたデータではないと推察される。よっ

て、本研究の知見は一定程度妥当性をもつものであると

考えられる。今後の課題としてパネル調査により本研究

で得られた知見の妥当性について検討することが望まれ

る。 
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